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仕
事
や
職
場
を
知
り

進
路
選
択
の
参
考
に

コ
ロ
ナ
禍
の
羊
蹄
登
山

避
難
小
屋
宿
泊
が
減
少

　

10
月
21
日
㈬
に
町
長
室
で
、
羊
蹄
山

避
難
小
屋
管
理
人
下
山
報
告
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

管
理
人
を
務
め
る
近
藤
英
輝
さ
ん
と

森
山
繁
夫
さ
ん
は
、
今
年
の
6
月
か
ら

10
月
ま
で
の
期
間
、
避
難
小
屋
に
交
代

で
常
駐
し
て
お
り
、
期
間
中
の
登
山
者

の
様
子
な
ど
を
文
字
町
長
に
報
告
す
る

と
と
も
に
、
今
後
の
登
山
や
避
難
小
屋

の
管
理
・
運
営
な
ど
に
つ
い
て
、
意
見

を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
シ
ー
ズ
ン
の
倶
知
安
ひ

ら
ふ
コ
ー
ス
の
登
山
者
数
（
6
～
10

月
）
は
２
２
１
９
名
で
、
前
年
度
か
ら

約
4
割
減
少
し
、
避
難
小
屋
の
宿
泊
者

数
（
6
～
10
月
）
も
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た

め
宿
泊
前
提
の
登
山
を
控
え
、
避
難
小

屋
へ
の
宿
泊
を
天
候
不
良
や
体
調
不
良

な
ど
の
緊
急
時
に
限
る
よ
う
に
、
町
HP

な
ど
で
周
知

し
た
こ
と
も

あ
り
、
前
年

度
の
６
７
６

名
か
ら
19
名

へ
と
大
幅
に

減
少
し
ま
し

た
。

令和 3 年 1 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2
3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30
31

令和 3 年 2 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28

令和 3 年 3 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6
7

令和 2 年 12 月
日 月 火 水 木 金 土

26
27 28 29 30 31

通常営業日
ナイター営業日
休業日

赤字 町民無料デー

旭
ケ
丘
ス
キ
ー
場
は
12
月
26
日
㈯
オ
ー
プ
ン

町
内
小
学
生
以
下
は
リ
フ
ト
無
料
で
す

■
営
業
期
間
／
12
月
26
日
㈯
～
翌
年
3

　

月
7
日
㈰

　

※
積
雪
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

　
　

感
染
状
況
に
よ
り
変
更
の
場
合
有
り

■
ナ
イ
タ
ー
営
業
日
／
毎
週
火
・
木
曜

　

日
（
火
・
木
曜
日
が
休
業
の
場
合
は

　

翌
日
ナ
イ
タ
ー
営
業
）
お
よ
び
令
和

　

3
年
1
月
6
日
㈬
、
2
月
12
日
㈮
、

　

24
日
㈬

　

※
12
月
29
日
㈫
、
2
月
11
日
㈭
、
23

　
　

日
㈫
は
ナ
イ
タ
ー
営
業
無
し

■
町
民
無
料
デ
ー
／
12
月
26
日
㈯
、
令

　

和
3
年
1
月
17
日
㈰
、2
月
21
日
㈰
、

　

３
月
7
日
㈰

■
休
業
日
／
毎
週
月
曜
日
※
月
曜
日
が

　

祝
祭
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
、
12
月

　

31
日
㈭
～
令
和
3
年
1
月
1
日
㈮

■
営
業
時
間
※
大
会
実
施
な
ど
に
よ
り

　

変
更
の
場
合
有
り
／

　

通
常
営
業
日

　

9
時
～
16
時（
リ
フ
ト
最
終
15
時
45
分
）

　

ナ
イ
タ
ー
営
業
日

　

9
時
～
21
時（
リ
フ
ト
最
終
20
時
45
分
）

町
内
の
小
学
生
以
下
は
リ
フ
ト
無
料

　

町
内
に
住
民
登
録
の
あ
る
小
学
生
以

下
が
対
象
。
受
付
票
に
記
入
し
、
券
売

所
に
提
出
す
る
と
、
町
民
利
用
者
カ
ー

ド
の
入
っ
た
腕
章
を
渡
し
ま
す
。
帰
り

に
は
券
売
所
に
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

小
学
生
ナ
イ
タ
ー
ス
キ
ー
教
室

「
楽
し
く
、
も
っ
と
上
達
コ
ー
ス
」

■
日
時
／
令
和
3
年
1
月
13
日
㈬
～
14

　

日
㈭
18
時
～
20
時

■
参
加
料
／
７
０
０
円
（
保
険
料
込
）

■
締
切
／
令
和
3
年
1
月
9
日
㈯

■
申
込
方
法
／
申
込
書
と
参
加
料
を
持

　

参
の
上
、
総
合
体
育
館
へ

歩
く
ス
キ
ー
の
貸
し
出
し
に
つ
い
て

　

今
年
度
の
歩
く
ス
キ
ー
の
貸
し
出
し

場
所
は
、
総
合
体
育
館
に
な
り
ま
す
。

問
総
合
体
育
館
☎
22
―
２
２
８
８

　

前
年
度
に
各
種
ス
ポ
ー
ツ
競
技
に
お

い
て
活
躍
し
た
選
手
・
団
体
に
授
与
さ

れ
る
倶
知
安
町
ス
ポ
ー
ツ
表
彰
の
受
賞

者
が
、
次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

（
か
っ
こ
内
は
競
技
名
、
敬
称
略
、
成

績
略
）

　

町
を
代
表
し
て
全
道
大
会
に
優
勝
、

も
し
く
は
全
国
大
会
に
上
位
の
成
績
を

収
め
た
個
人
ま
た
は
チ
ー
ム

田
中　

大と
も
か誇

（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
）

新
井　

朝あ
さ
み海（

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
）

Ｊ
A
よ
う
て
い
朝
野
球
チ
ー
ム
（
野
球
）

Ｊ
A
よ
う
て
い
（
野
球
）

倶
知
安
高
等
学
校
ス
キ
ー
部

　
　
　
　
　
　
　

男
子
リ
レ
ー
チ
ー
ム

　
　
　
　
　
（
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
）

　

町
を
代
表
し
て
全
道
大
会
に
上
位
の

成
績
を
収
め
た
、
も
し
く
は
後
志
管
内

大
会
に
優
勝
し
た
個
人
ま
た
は
チ
ー
ム

紺
谷　

遥は
る
き希

（
陸
上
）

浦
田　

桜お

ん音
（
陸
上
）

篠
﨑　

米よ
ね

（
水
泳
）

篠
﨑　

由よ
り

（
水
泳
）

田
中　

陽ひ
よ
り糸

（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
）

ス
ポ
ー
ツ
競
技
で
の
栄
光
を
た
た
え
て

ス
ポ
ー
ツ
賞
に
2
個
人
3
団
体
が
選
ば
れ
ま
し
た

ス
ポ
ー
ツ
賞

ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

金
田　

ゆ
ず
か
（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
）

金
安　

華は
る
な菜

（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
）

山
田　

悠ゆ
う
か可

（
ス
キ
ー
ア
ル
ペ
ン
）

葊
瀬　

友ゆ

い愛（
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
）

古
田　

歩あ
ゆ
む（

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
）

木
村　

信の
ぶ
お雄

（
銃
剣
道
）

愛
球
ク
ラ
ブ
（
野
球
）

倶
知
安
ミ
ル
キ
ー
ズ
（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
）

倶
知
安
高
等
学
校
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
）

倶
知
安
中
学
校
サ
ッ
カ
ー
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
サ
ッ
カ
ー
）

倶
知
安
中
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）

倶
知
安
中
学
校

　
　
　
　

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

　
　
　
　
　
　
　
　
（
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
）

倶
知
安
中
学
校
男
子
駅
伝
チ
ー
ム（
陸
上
）

▲文字町長（左端）へ下山報告をする
　近藤さん（中央）と森山さん（右端）

　

倶
知
安
農
業
高
校
で
は
、
望
ま
し
い

勤
労
観
を
身
に
付
け
る
こ
と
や
、
そ
の

職
業
の
果
た
す
意
義
や
役
割
に
つ
い
て

認
識
を
深
め
る
こ
と
に
よ
り
、
自
身
の

進
路
実
現
に
つ
な
げ
る
こ
と
な
ど
を
目

的
に
、
同
校
２
年
生
を
対
象
と
し
た
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
11
月
4
日
㈬
～
6

日
㈮
の
3
日
間
で
行
い
ま
し
た
。　

　

今
後
の
進
路
や
職
業
を
選
択
す
る
際

の
参
考
に
し
た
い
と
倶
知
安
町
役
場
を

希
望
し
、
商
工
労
働
・
企
業
誘
致
係
で

職
業
実
習
を
行
っ
た
田
形
然ぜ
ん

さ
ん
は

「
自
分
が
想
像
し
て
い
た
よ
り
も
、
と

て
も
雰
囲
気
の
良
い
職
場
だ
と
感
じ
ま

し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の

期
間
中
、
倶
知
安
町
役
場
と
く
っ
ち
ゃ

ん
保
育
所
ぬ
く
ぬ
く
で
は
3
名
の
同
校

生
徒
を
受
け
入
れ
た
他
、
町
内
外
の
事

業
者
で
18
名

の
生
徒
が
、

職
場
体
験
や

職
業
実
習
を

行
い
ま
し

た
。

▲文書の書き方などについて、職員から
　指導を受ける田形さん（11 月５日）

文
化
振
興
に
対
す
る

功
績
を
た
た
え
て

　

令
和
2
年
度
倶
知
安
町
文
化
協
会
文

化
賞
・
文
化
奨
励
賞
受
賞
者
と
後
志
管

内
文
化
団
体
連
絡

協
議
会
文
化
賞
受

賞
団
体
の
授
賞
式

が
、
11
月
2
日
㈪

に
文
化
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

今
年
度
の
受
賞

者
・
受
賞
団
体
は

次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

く
っ
ち
ゃ
ん
羊
蹄
太
鼓
保
存
会

吉
田　

ミ
ネ
子
（
琴
舞
喜
会
）

佐
藤　

ツ
ヤ
子
（
倶
知
安
声
友
民
謡
会
）

政
氏　

淳
子
（
倶
知
安
陶
芸
愛
好
会
）

殿
川　

榮
（
く
っ
ち
ゃ
ん
ナ
ツ
メ
ロ
会
）

矢
吹　

俊
男
（
く
っ
ち
ゃ
ん
羊
蹄
太
鼓
保

存
会
）

宮
﨑　

由
紀
子
（
倶
知
安
え
ぞ
ふ
じ
合
唱

団
） 倶

知
安
町
文
化
協
会
文
化
賞

倶
知
安
町
文
化
協
会
文
化
奨
励
賞

後
志
管
内
文
化
団
体
連
絡
協
議
会
文
化
賞

れ
、
今
年
は
小
学
校
18
校
か
ら
70
点
、

中
学
校
3
校
か
ら
23
点
の
応
募
が
あ

り
、
次
の
と
お
り
入
賞
者
が
決
定
し
ま

し
た
。（
敬
称
略
、町
内
関
係
の
み
掲
載
）

　

入
賞
作
品
は
、
町
HP
で
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

荒
木　

咲さ
く

（
東
小
1
年
）

黒
木　

結ゆ
い

（
倶
小
1
年
）

早
坂　

遥は
る
と斗

（
倶
小
1
年
）

三
田　

彬あ
き
と人

（
北
陽
小
2
年
）

田
辺　

千ち
あ
き明

（
倶
小
4
年
）

横
山　

蒼あ
お
い唯

（
北
陽
小
6
年
）

鈴
木　

希あ
す
な響

（
倶
小
6
年
）

倶
知
安
町
立
倶
知
安
小
学
校

小
中
学
生
が
描
く

私
の
ふ
る
さ
と

　

後
志
管
内
の
小
中
学
生
が
、
自
分
の

暮
ら
す
地
域
の
豊
か
な
自
然
や
町
の
風

景
な
ど
、
そ
れ
ぞ

れ
が
思
う
「
ふ
る

さ
と
の
風
景
」
を

描
く
、
第
13
回
小

川
原
脩
記
念
美
術

館
絵
画
コ
ン
ク
ー

ル
「
ふ
る
さ
と
を

描
こ
う
」
が
行
わ

ふ
る
さ
と
賞

学
校
賞
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「
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ 

Ｃ
Ａ
Ｍ
Ｐ
」
本
を
通

じ
て
考
え
る
ま
ち
づ
く
り

　

10
月
31
日
㈯
と
11
月
1
日
㈰
の
２
日

間
、
駅
前
通
り
に
面
し
た
複
合
商
業
施

設
『Cam

p&
Go

』
に
て
、
住
民
有
志

が
企
画
し
た
、本
の
イ
ベ
ン
ト
『BO

O
K 

CAM
P

』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
地
域
に
関
連
す
る

本
や
、
町
在
住
の
作
家
に
よ
る
書
籍
な

ど
を
通
じ
、
地
域
に
あ
る
本
の
文
化
に

触
れ
る
と
と
も
に
、『
ま
ち
』
や
『
暮

ら
し
』
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
を

つ
く
り
た
い
と
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

期
間
中
は
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
が
開
催

さ
れ
、
31
日
㈯
に
は
町
職
員
が
『
新
幹

線
が
や
っ
て
く
る　

み
ん
な
で
つ
く
る

ま
ち
の
か
お
』
を
テ
ー
マ
に
、
北
海
道

新
幹
線
開
業
を
控
え
る
倶
知
安
の
ま
ち

づ
く
り
な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

会
場
内
に
は
、
町
内
の
小
学
生
が
新

幹
線
を
題
材
に
描
い
た
絵
や
習
字
が
展

示
さ
れ
、
質
疑
応
答
の
中
で
参
加
者
か

ら
は
「
子
ど
も
た

ち
の
描
い
た
町
の

姿
に
近
づ
け
る
よ

う
、
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
け
れ

ば
」
と
の
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。

　

防
火
・
防
災
の
意
識
を
高
め

日
頃
か
ら
の
備
え
を
し
ま
し
ょ
う

秋
季
消
防
訓
練

　

倶
知
安
消
防
署
の
秋
季
消
防
訓
練

が
、
秋
の
火
災
予
防
運
動
期
間
（
10
月

15
日
㈭
～
31
日
㈯
）
中
の
10
月
28
日
㈬

北
海
道
原
子
力
防
災
訓
練

　

10
月
31
日
㈯
、
北
海
道
原
子
力
防
災

訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
訓
練
は
、
泊
発
電
所
で
事
故

が
発
生
し
た
と
い
う
想
定
で
初
め
て
休

日
に
実
施
。
手
指
の
消
毒
や
検
温
な
ど

の
感
染
対
策
を
行
い
つ
つ
も
、
迅
速
に

避
難
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
行
わ

れ
、
防
災
行
政
無
線
や
広
報
車
両
に
よ

▲防災訓練で集合場所の倶知安中学校で
　避難者の検温をする様子（10 月 31 日）

▲秋季消防訓練での放水作業の様子
　（10 月 28 日）

に
旧
東
陵
中

学
校
で
実
施

さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
、

住
民
の
防
火

意
識
の
向
上

を
図
る
と
と

も
に
、
職
団

る
屋
内
退
避

の
指
示
を
行

う
緊
急
時
広

報
訓
練
と
、

13
町
内
会
か

ら
参
加
し
た

21
名
が
、
バ

ス
で
倶
知
安

中
学
校
と
西

員
が
合
同
で
放
水
お
よ
び
中
継
送
水
訓

練
を
実
施
す
る
た
め
に
行
わ
れ
、
職
団

員
１
０
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

倶
知
安
消
防
署
職
団
員
が
合
同
で
行

う
大
規
模
訓
練
は
、
今
年
に
入
り
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
中
止
と
な
っ
て
い
た
た
め
、
今
回
が

約
1
年
ぶ
り
の
大
規
模
訓
練
と
な
り
ま

し
た
。

小
学
校
を
出
発
し
、
千
歳
市
ま
で
避
難

す
る
町
外
へ
の
避
難
訓
練
を
実
施
し
ま

し
た
。

アパートや空き家などの管理について

冬を迎える準備できていますか？

アパートの入居者と管理者の方は
駐車場の除排雪はこまめにしましょう
　アパートなどの集合住宅で駐車場の除排雪がこ
まめにできていないと、入居者の車が道路へはみ
出して駐車される路上駐車になることがありま
す。路上駐車は、道路除雪の妨げや交通事故の原
因になるなど、ドライバーや歩行者、近隣住民の
迷惑になりますので、絶対に行わないようにしま

管理する空き家がある方は
建物の状況を今一度確認しましょう
　空き家は個人の「財産」であり、管理責任は個
人にあるため、町が積極的に関わることができま
せん。所有している空き家がある場合は、本格的
な雪が降る前に建物と敷地の管理（除雪・落雪対
策、冬囲い）について、確認と対策をお願いします。
　また、通行人など第三者に危害が及ぶような管
理不全の空き家で、所有者などと連絡が取れない、しょう。

　入居者・管理者
の皆さまは、駐車
場や堆雪スペース
確保のため、定期
的 に 除 排 雪 を 行
い、適切な管理を心掛けましょう。
問建設課豪雪対策室☎ 56 － 8011
　まちづくり新幹線課建築指導係☎ 56 － 8012

または対応してくれない場合
は町までご相談ください。
　なお、お隣同士の関係に限
定される場合は、町が関わる
ことができませんので、あら
かじめご了承ください。
問住民環境課生活安全係☎ 56 － 8005

行
わ
れ
、
優
秀
作
品
に
選
ば
れ
た
次
の

5
名
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。（
敬
称

略
）

中
島　

愛み

ゆ結
（
倶
小
5
年
）

芦
田　

一い
ち
こ瑚

（
東
小
6
年
）

タ
ー
ナ
ー　

英え
い
で
ん天

（
倶
小
6
年
）

原　

さ
く
ら
（
西
小
樺
山
分
校
6
年
）

岡
根　

優ゆ
う

（
東
小
6
年
）

税
を
学
び
理
解
を
深
め
る

絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル

　
「
税
を
考
え
る
週
間
（
毎
年
11
月
11

日
～
17
日
）」
期
間
中
の
11
月
16
日
㈪
、

税
の
大
切
さ
や
役
割
に
つ
い
て
理
解
と

関
心
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、
小
学
4

～
6
年
生
を
対

象
に
南
後
志
法

人
会
女
性
部
会

が
実
施
す
る

「
税
に
関
す
る

絵
は
が
き
コ
ン

ク
ー
ル
」
の
表

彰
式
が
各
校
で

最
優
秀
賞

▲中島さん（右から 2 人目）とター
　ナーさん（同 3 人目）※倶小にて

優
秀
賞

女
性
部
会
長
賞

税
務
署
長
賞

自
分
の
気
質
を
知
り

ス
ト
レ
ス
対
処
に
生
か
す

　

11
月
13
日
㈮
に
文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
、
令
和
2
年
度
男
女
平
等
参
画
講
演

会
『
人
生
の
満
足
度
を
上
げ
る
ス
ト
レ

ス
対
処
法
』
が
、
人
材
育
成
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
の
宇
治
由
美
子
氏
を
講
師
に
迎

え
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
で
宇
治
氏
は
「
人
が
ス
ト
レ
ス

と
付
き
合
い
な
が
ら
幸
せ
を
感
じ
る
た

め
に
は
、
自
分
自
身
を
知
り
、
大
切
に

す
る
こ
と
が
大
事
。
そ
の
た
め
に
、
自

分
の
遺
伝
子
気
質
を
調
べ
、
ど
の
よ
う

な
性
格
で
、
ど
ん
な
こ
と
で
ス
ト
レ
ス

を
感
じ
や
す
い
の
か
を
知
る
こ
と
か
ら

始
め
て
み
ま
し
ょ
う
」
と
話
し
、
参
加

者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を

も
と
に
、
自
分

の
遺
伝
子
気
質

を
調
べ
る
と
と

も
に
、
気
質
ご

と
の
ス
ト
レ
ス

と
の
付
き
合
い

方
や
そ
の
対
処

法
に
つ
い
て
学

び
ま
し
た
。

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で

百
歳
表
彰

　

百
歳
を
迎
え
る
高
齢
者
の
長
寿
を
祝

い
、
長
年
に
わ
た
り
社
会
の
発
展
に
寄

与
し
て
き
た
こ
と
に
感
謝
す
る
と
と
も

に
、
広
く
高
齢
者
福
祉
の
関
心
と
理
解

を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
さ
れ
る

「
百
歳
の
高
齢
者
へ
の
お
祝
い
状
お
よ

び
記
念
品
の
贈

呈
」
で
、
町
内

在
住
の
野
呂
君

子
さ
ん
と
渡
邉

フ
ミ
子
さ
ん
、

板
東
チ
ヨ
さ

ん
、
西
野
ジ
ュ

ン
さ
ん
の
４
名

に
お
祝
い
状
が

手
渡
さ
れ
ま
し

た
。

　

な
お
、
厚
生

労
働
省
が
公
表

し
た
今
年
の
百

歳
以
上
の
方
の

数
は
、
初
め
て

８
万
人
を
超
え

た
８
万
４
５
０

人
と
な
り
、
そ
の
う
ち
88
㌫
を
女
性
が

占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
最
高
齢
は
昨

年
に
続
き
、
福
岡
市
在
住
で
１
１
７
歳

の
田
中
カ
子
さ
ん
で
し
た
。

　

10
月
、
秋
季
消
防
訓
練
と
北
海
道
原
子
力
防
災
訓
練

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
機
会
に
、
防
火
・
防
災
の
意
識
を
高
め
る
と
と

も
に
、
災
害
な
ど
に
対
し
、
日
頃
か
ら
備
え
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

▲写真右から野呂さん・渡邉さん・板東さん（野呂さん・渡邉さんの写真は各施設より提供）

▲講演会の様子（左）と講師の宇治由美子氏


